
俳
人
協
会
長
崎
県
支
部
会
報
 

令
和
二
年
十
二
月
三
日
発
行
 

高
校
生
が
作
っ
た
川
柳
に
「
甲
子
園
負
け
も
で
き
ず
 

に
お
わ
る
夏
」
と
い
う
句
が
あ
り
ま
し
た
。
「
夏
」
と
 

季
語
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
俳
句
と
し
て
も
十
分
に
通
 

じ
る
佳
作
で
す
。
何
よ
り
も
〈
負
け
も
で
き
ず
に
〉
の
 

フ
レ
ー
ズ
が
切
々
と
胸
を
打
ち
ま
す
。
 

長
崎
県
支
部
は
、
令
和
二
年
度
の
六
月
・
十
二
月
の
 

総
会
や
総
合
俳
句
大
会
を
中
止
し
、
紙
上
大
会
（
の
変
 

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
 

六
月
の
会
報
で
は
、
 

総
合
俳
句
大
会
は
、
十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
。
 

佐
世
保
市
に
て
。
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
と
、
大
 

規
模
な
俳
句
大
会
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
 

と
』
日
一
伝
し
た
の
に
、
 

こ
こ
ま
で
コ
 
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
 

威
を
振
る
う
と
は
予
測
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

講
師
を
お
願
い
し
た
岸
原
清
行
先
生
に
は
大
変
ご
迷
 

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
紙
上
に
て
、
厳
密
な
選
と
、
 

あ

た

た

か

な

講

評

を

い

た

だ

き

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

 

す
。
ま
た
、
多
く
の
投
句
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
支
部
会
 

員
・
一
般
参
加
者
の
方
々
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
来
年
令
和
三
年
度
は
、
九
州
俳
句
大
会
 

の
開
催
年
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
担
当
の
大
分
県
支
 

部
か
ら
、
 

一
月
の
賀
詞
交
換
会
並
び
に
十
月
の
当
日
大
 

会
、
懇
親
会
は
中
止
し
、
俳
句
大
会
は
募
集
句
に
て
行
 

い
紙
上
大
会
に
変
更
す
る
旨
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
 

何
よ
り
も
会
員
の
皆
様
の
生
命
の
安
全
と
健
康
を
第
 

一
と
し
て
の
、
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
 

当
然
な
が
ら
、
長
崎
県
支
部
で
も
 

定
期
総
会
 
三
（
「
俳
句
大
会
 

」
ハ
月
十
三
日
（
日
）
 

総
合
俳
句
大
会
を
一
子
講
演
会
 

十
一
月
十
四
日
（
日
）
 

の
開
催
を
、
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
予
断
を
許
さ
な
い
 

情
況
で
す
。
 

し
か
し
、
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
、
明
け
な
い
 

夜
は
な
い
、
と
い
う
言
霊
の
力
を
借
り
て
、
ワ
ク
チ
ン
 

の
完
成
と
抗
体
の
確
保
を
願
い
つ
つ
、
来
る
べ
き
春
を
 

待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

⑨
年
会
費
未
納
の
方
が
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
す
。
 

令
和
二
年
度
の
年
会
費
壱
千
円
を
、
事
務
局
に
納
入
 

の
こ
と
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

納
入
締
切
 

令
和
2

年
7

月
3
1

日
で
し
た
。
早
急
に
。
 

納
 
入
 
先
 

〒
8
5
2

・
8
0
6
5
 

長
崎
市
横
尾
一
丁
目
十
一
番
六
号
 

（
事
務
局
長
）
 

西
 

史
紀
 
宛
 

納
入
方
法
 

郵
便
小
為
替
 

現
金
 
書
留
 

等
 



令

和

ニ

年

度

 

総

合

俳

句

大

会

 

入

賞

一

覧

 

大

会

大

賞

 

海

へ

出

て

ひ

か

り

と

な

れ

り

草

の

架

 

村
田
ま
さ
子
 

【
評
】
草
の
架
が
飛
ぶ
季
節
と
な
っ
た
。
晩
秋
の
光
と
と
も
 

に
大
海
原
（
の
出
航
だ
。
海
の
広
さ
に
途
中
朽
ち
て
ゆ
く
架
 

も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
溺
れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
 

小
さ
な
小
さ
な
草
の
架
の
一
粒
一
粒
が
生
命
を
増
や
す
べ
く
 

東
の
間
の
光
な
の
だ
。
 
（
藤
野
律
子
先
生
評
）
 

長
崎
新
聞
社
賞
（
岸
原
清
行
先
生
特
選
一
席
）
 

長

崎

忌

遺

影

の

友

は

い

ま

も

ニ

十

歳

 

黒
田
さ
だ
む
 

【
評
】
悲
惨
極
ま
り
な
い
原
爆
に
よ
っ
て
、
未
来
を
永
遠
に
 

断
た
れ
た
友
と
共
に
写
っ
た
写
真
を
手
に
、
今
や
卒
寿
半
ば
 

の
長
寿
を
授
か
っ
て
い
る
作
者
。
切
な
る
鎮
魂
の
思
い
が
伝
 

わ
る
。
（
岸
原
清
行
先
生
評
）
 

秀

逸

賞

 

道

草

の

子

ら

緑

蔭

の

秘

密

基

地

 

姉

が

居

て

兄

も

居

た

日

や

麦

こ

が

し

 

遠

泳

を

終

へ

海

神

に

一

礼

す

 

佳

作

賞

 

爽

や

か

や

手

に

水

瓶

の

百

済

仏

 

日
の
本
の
、
”
エ
を
広
げ
て
田
水
張
る
 

太
田
 

鴨
川
 

末
次
 

紀
子
 

富
子
 

正
 

旗
先
四
十
三
 

永
田
 

満
徳
 

鉛

筆

に

平

和

を

託

す

原

爆

忌

 

神
宿
る
大
樹
に
絡
む
藤
の
、
空
 

大

浦

の

聖

鐘

こ

こ

に

露

け

し

や

 

海

へ

向

く

人

間

魚

雷

の

碑

の

灼

く

る

 

寒

月

光

切

り

絵

の

や

う

な

涛

頭

 

老

い

て

な

ほ

誇

る

ふ

る

さ

と

繰

干

す

 

コ
ロ
ナ
避
け
墓
で
落
ち
合
ふ
帰
省
の
子
 

と
ん
ぼ
う
や
ひ
と
り
を
拾
ふ
里
の
バ
 ス
 

黙
々
と
空
に
田
植
す
千
枚
田
 

漁

船

み

な

つ

な

が

れ

島

の

運

動

会

 

ひ
ぐ
ら
し
の
声
も
掃
き
寄
せ
修
道
女
 

月
天
心
軒
を
寄
せ
合
ふ
坂
住
ま
ひ
 

目

に

見

え

ぬ

敵

と

戦

ふ

医

師

の

汗

 

台

風

一

過

遊

び

果

て

た

る

子

ど

も

部

屋

 

長

崎

の

空

と

ぢ

こ

め

て

竜

の

玉

 

洗

礼

者

ョ

セ

フ

と

マ

リ

ア

大

根

干

す

 

澄

む

水

を

掴

め

ば

水

の

鳴

り

に

け

り

 

★
令
和
一
一
年
度
新
会
員
 

池
松
 

伸
子
様
 

内
野
美
世
子
様
 

円
城
寺
 

清
様
 

岩
崎
 

要
子
 

永
福
 

倫
子
 

木
下
 

武
久
 

高
永
 

久
子
 

坂
本
三
枝
子
 

栗
山
よ
し
子
 

坂
本
 

幸
代
 

鴨
川
 

富
子
 

田
中
 

和
枝
 

畑
中
 

業
治
 

高
平
 

保
子
 

上
野
 

ミ
チ
 

篠
崎
 

清
明
 

大
畑
 

順
子
 

高
平
 

保
子
 

牛
飼
 

瑞
栄
 

朝
長
美
智
子
 

1
0

月13

日
付
け
部
名
簿
に
よ
る
。
 

緒
方
 

智
子
様
 

奥
村
 

紘
子
様
 

高
橋
ひ
か
り
様
 

◆
 

単

純

な

こ

と

は

奥

深

い

。

奥

深

い

こ

と

を

単

純

な

 

言
葉
で
表
現
す
る
の
が
俳
句
な
の
で
し
よ
う
。
 


